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The Purpose of Kogentei  
(Orthographic Guide to Ancient Japanese Language)  
 The paper discusses the orthographic rules used to edit the Kogentei, which 
was published in the Edo Period. The Kogentei is a Kanazukai, known as the 
orthographic rules used for spelling Japanese in Kana. This paper focuses on a 
text titled “Kogentei” known as the ladder to ancient language. When the 
“Kogentei” was published, the interest in ancient language deepened, many 
language researchers used various methods to study the ancient Japanese 
language. Nabiko Katori, who edited the “Kogentei” attempted to analyze the 
ancient Japanese language based on the “Gojuon”, a 5 x 10 ordering grid of 
Japanese Kana. As a result, he investigated how the ancient Japanese language 
was written in Kana and consolidated the results of his work in “Kotentei”. The 
“Kogentei” has been evaluated as a text that displayed the criterion of kana 
expressions. The “Kogentei” has such appraisal, but that was not what “Kogentei” 
had wanted to investigate. The paper reached the conclusion that “Kogentei” is 
the product of ancient Japanese language research, which was arranged in a text 


































古言の意（こころ） 仮名遣書  
























































































































筌蹄初編』巻６・31 丁裏～32 丁裏に次のような記事がみられる。 
 恐 未来ヲオソルヽナリ故ニ助語ノヤウニ轉用シテ大形カクアラント末
ヲキヅカフコトニ恐如此ト用ユ義廣シ 
  懼 已来ヲオソルヽナリ故ニオソラクハト云フニハ用ヒズ 





































おそれ多いと感じる。（例略）」（『明鏡国語辞典』第 2 版、2010 年）などと



































































































































 赤蟻 いひあり 和名 飯につく蟻はこまかにて色赤し（『和字正濫抄』
巻二） 
  いひあり 虫也 □和伊比阿里  赤蟻            （『古言梯』以部四言） 
  『和名類聚抄』には「赤蟻 爾雅集注云赤駮蚍蜉一名蠪虰[龍偵二音和／
名伊比阿里]赤蟻也」（二十巻本・巻十九・二十七丁裏）とある。『古言梯』
の「伊比阿里」は二十巻本の「伊比阿里」と一致している。この、いわゆ




































いることも少なくないが「いろせ いろね」「いちご いちびこ」「いかに 
いかゞ」「いもがら いもし」「いはぐみ いはごけ」「ぼむしり いひぼむ
しり」「をとこ をのこ」「かはらよもぎ からよもぎ」「にほ にほどり み
ほどり にへどり」などにおいては、語形が異なる（いわば）別語を採り










































註２ 近藤真琴は明治 18（1885）年 9 月に刊行した『ことばのその』の「こ
とばのそのはじめのまき」において「もろこしもじをそふるは、みあはす
るためにて、かれをもてこれをとくにあらず、そのことばにあたるもろこ
しもじを、をしふるにもあらず。」（句読点を附した）と述べている。ある
いは大槻文彦は『言海』の「本書編纂ノ大意」において、『和名類聚抄』以
下『雜字類編』まで 12 の辞書名を挙げ、「是等、率ネ、漢字ニ和訓ヲ付シ、
或ハ和語ニ漢字ヲ當テタルモノニテ、乃チ、漢和對譯、或ハ和漢對譯辭書
ニシテ、純ナル日本辭書ナラズ」と述べている。これらの言説はいずれも
明治期の言説ではあるが、加藤宇万伎の認識と通う。つまり漢字は日本語
を書くための文字であるという認識は継承されていったことがわかる。 
註３ 現代人が「仮名づかい辞書」のように使うことができるのだから、『古
言梯』は「仮名遣書」だ、というみかたがまったく成立しないとまではい
えないが、「どのようなことを目的として編まれたか」の「目的」は（現代
の側ではなく）やはりテキストが編まれた時期の認識の側で探る必要があ
ろう。 
註４ 『和字正濫抄』には「仁多 にいた[和名出雲／国郡名]」のように、
地名が見出し項目となっている項目が少なからずみられる。このことがら
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について拙書『かなづかいの歴史』（2014 年、中公新書）において「郡あ
るいは郷の名を仮名で書く必要はどのような場合にあるだろうか。一般的
な言語生活では考えにくい」（156 頁）と述べたが、地名以外の語と同様に、
さまざまな地名が『和名類聚抄』にどのようなかたちで記述されているか
を示すこと、すなわち地名の根源を示すことを目睹したものであったと現
時点では考えている。そしてまた、『古言梯』にも地名が採りあげられてい
るが、それも「地名の根源を示す」ためであったと考える。 
